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令和７年４月



戦略の期間は

中間の３年間で取組みを更新

６年間

デジタル活用の方向性と取組みをまとめたもの

千代田区ＤＸ戦略とは千代田区ＤＸ戦略とは
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常識を書き換える常識を書き換える

人とデジタルで創造する 「 」 な未来人とデジタルで創造する 「 」 な未来

先入観にとらわれない

使うのは人であり、温もりが大切

人の創造力や情熱とテクノロジーで豊かな未来を創造

描く幸せは一人ひとり異なる、区民・地域とともに未来を創造 など

「 」に入る未来を
想像してみてください。
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4

人とデジタルで創造する未来
中学生によるワークショップ等を行い、デジタルで創造する未来像を夢としてまとめました



デジタルファースト
原則、個々の手続・サービスが一貫してデジタルで完結

変化への対応、
加速・飛躍

スピード

カスタマー・
リレーションシップ・
マネジメント

ネットワーク＆
シェアリング

つながる
デジタルと
リアルの融合

温もり

ＣＲＭ

個で捉える

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
、

最
適
な
サ
ー
ビ
ス

最
新
動
向
を
把
握
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

変
化
に
対
応

人
が
つ
な
が
り
、

多
様
な
価
値
観
や
課
題
、

資
源
等
を
共
有

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
中
で
も

感
じ
ら
れ
る
「温
も
り
」

基本的な考え方基本的な考え方 … ＤＸ推進にあたって重要な視点、意識すること
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重点方針重点方針

職員の生産性を向上する職員の生産性を向上する

安全性を確保しＤＸを推進する安全性を確保しＤＸを推進する

手続等の利便性を向上する手続等の利便性を向上する

地域のスマート化を推進する地域のスマート化を推進する

誰もがデジタルを活用できる環境を整備する誰もがデジタルを活用できる環境を整備する

… ＤＸ推進にあたっての方向性（目指す姿や成果目標を設定）
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手続等の利便性を向上する

区民、事業者及び地域で活動する誰もが、いつでも、どこでも、自分にあった方法を選択して、欲しいサービスを受けることができる

行政手続のオンライン化

プッシュ型の情報発信

区民一人ひとりを個と捉え、区民一人ひとりに
合った情報提供を目指します。

「書かせない」「待たせない」「迷わせない」
「行かせない」スマートな窓口の実現を目指します。

オンライン決済

スマート窓口

区役所に来ることなく、すべての手続が完了する目標
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地域のスマート化を推進する

デジタル技術により課題を解決するなど、区民が生活の質の向上を実感できる

デジタル化の推進に対する区民満足度が50％以上

▶ 地域が主役となり、デジタル技術を活用して課題を解決していくこと

▶ 区民の利便性や職員の生産性向上に留まらず、区民の生活の質をより向上すること

区民等参加型デジタルプロジェクト

様々な活動主体や分野横
断的にデータ共有・活用
するデータ連携基盤の構
築等を検討します。

デジタル地域通貨・デジタルポイント

データ利活用

地域とともに考え、地域が主役となりデジタルで
地域課題を解決する取組みを推進します。

地域経済の活性化や
コミュニティ活動な
どを促進する手段と
して、地域通貨やポ
イント制度を検討し
ます。
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目標



職員の生産性を向上する

職員は、自分の働き方をデザインすることができ、いつでも、どこでも、ムダなく、コラボして仕事できる

効率的に働くことができる・働きやすい環境だと思う
職員の割合を向上、紙資料70％削減

生成ＡＩ活用

ペーパーレス推進

ワークプレイス変革

リモートワークの推進

業務内容にあわせて、自由に働く場所を選択できる
など、効率的で働きやすい職場づくりを進めること
で、区民サービスの向上につなげます。

打ち合わせをする人

生成ＡＩは人間の業務を高度にサポートするもの
として期待されている革新的な技術です。
生成ＡＩの性質を向上する技術の活用含め、より
一層効果的に活用していきます。

チャット風ふきだし（AI）

ＡＩ・ＲＰＡの活用
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目標

https://soco-st.com/4058
https://soco-st.com/21166


安全性を確保しＤＸを推進する

デジタル基盤を整備することで、確かな安全のもと、効果的にデジタル技術と情報が活用されている

外部からのサイバー攻撃による個人情報漏洩等の
セキュリティ事故件数０件

情報セキュリティ対策の推進

監査の実施、研修、インシデント訓練等により、万
全なセキュリティ対策のもとでＤＸを推進します。

電子文書の適正管理

クラウドストレージサービスの利用などにより、電
子ファイルを一元的かつ安全に保管可能な環境整備
を目指します。

基幹業務システムの標準化

標準化に関する法律に基づき、令和７（2025）年度
までにガバメントクラウドを活用した標準準拠シス
テムに移行します。

次期リプレースを見据えた環境構築の検討

職員のシステムに係る業務環境について、さらなる
セキュリティ強化と、職員の業務効率化・負担軽減
等を目指し検討します。
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目標



誰もがデジタルを活用できる
環境を整備する

誰もがデジタルの利便性を理解するとともに、デジタルの活用意向がある誰もがデジタルを活用できる

機器の操作への不安や周りに教えてくれる人がいないこ
とを理由に、スマホ等のデジタル機器を保有していない
人を減らす

講習会や相談会を定期的に開催するなど、デジタルに
チャレンジしたい区民等に対する継続的な相談体制や
スマホ等のデジタル機器に触れる機会を創出します。

デジタルチャレンジ支援
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目標
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